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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月25日(2017.8.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パッケージボディーと、
　前記パッケージボディー上に配置され、第１導電型半導体層、活性層及び第２導電型半
導体層を含み、少なくとも２つの発光セル（ｃｅｌｌ）に分かれた発光構造物と、
　前記パッケージボディーと前記発光構造物との間に分離されて位置する支持基板と、
　前記それぞれの発光セルに接続された第１電極及び第２電極と、
　前記それぞれの発光セル上に配置された蛍光体とを含み、
　互いに隣接する発光セルは、前記第１導電型半導体層、前記活性層及び前記第２導電型
半導体層のうち少なくとも２層以上が電気的に分離される、発光素子パッケージ。
【請求項２】
　前記発光構造物が配置された基板をさらに含み、前記それぞれの発光セルは、メサエッ
チングされて第２導電型半導体層から活性層及び第１導電型半導体層の一部がエッチング
されることにより、前記第１導電型半導体層の一部が露出され、前記それぞれの領域の発
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光セルの第２導電型半導体層と露出された第１導電型半導体層上にそれぞれ、第２電極と
第１電極が配置された、請求項１に記載の発光素子パッケージ。
【請求項３】
　前記発光構造物が配置された導電性支持基板をさらに含み、前記それぞれの発光セルの
第１導電型半導体層上にそれぞれ第１電極が配置される、請求項２に記載の発光素子パッ
ケージ。
【請求項４】
　前記それぞれの発光セルの活性層は、互いに同じ波長領域の光を放出し、前記それぞれ
の発光セル上に配置された蛍光体のうち少なくとも一部は、互いに異なる波長領域の光を
放出する、請求項１乃至３のいずれかに記載の発光素子パッケージ。
【請求項５】
　前記発光セルは、第１波長領域の光を放出する第１蛍光体が配置された第１発光セルと
、第２波長領域の光を放出する第２蛍光体が配置された第２発光セルとを含み、前記第１
発光セル及び第２発光セルのうち少なくとも一つは、特定のエンブレムを示す、請求項４
に記載の発光素子パッケージ。
【請求項６】
　前記互いに異なる形状の発光セル上には、互いに同一または異なる波長領域の光を放出
する蛍光体が配置される、請求項１乃至５のいずれかに記載の発光素子パッケージ。
【請求項７】
　前記それぞれの発光セルは、
　一つの発光構造物が成長した後、前記成長した一つの発光構造物がエッチングされるこ
とにより分かれた、請求項１乃至６のいずれかに記載の発光素子パッケージ。
【請求項８】
　前記蛍光体は、コンフォーマルコーティングされるか、またはフィルムタイプで配置さ
れた、請求項１乃至７のいずれかに記載の発光素子パッケージ。
【請求項９】
　隣接する前記発光セル間の距離は１０μｍ～５０μｍである、請求項１乃至８のいずれ
かに記載の発光素子パッケージ。
【請求項１０】
　前記発光素子は、水平型発光素子または垂直型発光素子である、請求項１乃至９のいず
れかに記載の発光素子パッケージ。
【請求項１１】
　前記蛍光体は、前記それぞれの発光セルのうち一部にのみ配置された、請求項１乃至１
０のいずれかに記載の発光素子パッケージ。
【請求項１２】
　複数個の発光構造物を含み、同一発光素子内の発光セル間の距離が、隣接する発光素子
内の発光セル間の距離よりも小さい、請求項１乃至１１のいずれかに記載の発光素子パッ
ケージ。
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